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お名前              【        】

ご住所

ＴＥＬ  （   ）

P8 P1

お客様とＡＳＡをつなぐ川口中央のミニコミ紙

令和７年５月１日発行 第１３１号

☆★ＨＰからもプレゼントのお申し込みができます。
キーワードは「ＡＳＡ川口中央」で検索♪

プレゼント応募要項 ＆ 応募方法
  ※応募券を切取り、第１・２希望を記入し官製はがきに貼り付けて下さい。
   応募券無き物不可 あて先も切取り官製はがきに貼り付けて、投函するだけです。
  ※応募者多数の場合、長期ご購読のお客様を優先とさせていただきます。
  ※記入もれ、有効期限(７日必着有効)を過ぎた場合には、無効とさせていただきます。
  ※発表は発送をもってかえさせていただきます。
   ご持参下さっても結構です。電話・Ｅ-mailでの受付は致しておりません。
   応募券をコピーしてのご応募は、無効です。
  ※ホームページからでもプレゼントを受け付けてます。

【ＦＡＸでプレゼントをご希望されるお客様へ】
応募される際は、拡大・縮小をしないで、住所・氏名等もれなく記入の上、Ｐ８のみを送信して下さい！
送信不備の場合はプレゼントのお届けが出来ない場合があります！！

〒３３３-０８２５
     

川口市赤山２２５

ＡＳＡ川口中央

第１３１号プレゼント応募係

第２希望まで必ずご記入下さい

①応募券を切取り必要事項を記入して下さい
②官製はがきに貼り付けて下さい
応募券はのりでしっかりと貼り付けて下さい

川口中央 TEL 048-294-0567
FAX 048-294-3334朝日新聞サービスアンカー

あっゴジラ
             キューライス／著

            定価1760円(税込)

ある日、ベランダから景色を眺めて

いると、海の向こうに現れた一匹のゴ

ジラ。だけど、いつもと様子が違います。

ぼくとゴジラのちょっとシュールでおかしな日常を

大人気アーティスト・キューライスさんが、ゴジラ生

誕７０周年の節目に描きました。

映像や絵画、彫刻など多様なアートでゴジラを表現す

るゴジラ・ジ・アートプロジェクトの一環として生ま

れた「ゴジラ公式絵本」です。

いつも街を破壊したり、戦ったり

しているゴジラですが、この絵本の

中では、モスラの親子に文句を言っ

たり、島に寄りかかってこちらを見

ていたり…。こんなにリラックスし

たゴジラは見たことがない！ぼくの

家に近づいてきたゴジラの意外な結

末もお楽しみに。

  ペットの写真大募集～！！
   わが家のペット紹介に載せませんか？！

   inutsuka@air.ocn.ne.jp まで
ゴロゴロ様

カンパネルラ様

☆今月のプレゼント  締め切りは５月 ７日必着有効です☆

①      国立競技場駅

佐藤美術館ご招待券    

Ｒ7.5/13～6/29まで

～今日の版画・明日の版画～

佐藤美術館ｺﾚｸｼｮﾝPlus

※休業日等はＨＰ等にてご確認下さい

２名様１５組

②       九段下駅

千秋文庫美術館ご招待券
Ｒ7.5/13～8/9まで

「館蔵 古地図展」前期5/13-6/21

        後期7/1～8/9

※休業日等はＨＰ等にてご確認下さい

２名様１５組

③     

埼玉暮らしのガイド
2025
小冊子
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★プロフィール☆
名 前：ロンシャン君
住まい：川口市赤山
    朝日新聞販売店

P2 P7
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こんにちはロンシャンです！新緑が眩しいこの季節、皆さんお元気ですか？

ゴールデンウィークや母の日など初夏へ向かって楽しいイベントが盛り

だくさんですね。

そんな５月ボクにとっての一番の出来事は一人でお留守番。

一日だけ家族のみんながお家を留守にしてしまうので久々のお

留守番です。もちろん自分でご飯やお水、トイレのお掃除は出

来ないのでその日は２回ペットシッターさんに来てもらいま

す。

家族以外の人に会うのは久々なので少し緊張しますが仲良しになれる

と嬉しいです♪ それではまた来月ロンシャン日記でお会いしましょう♪

今日から５月、大空を泳ぐ鯉のぼりに心も晴れやかな季節となりましたが皆様いかがお過ごしでしょうか。
ついに４月１３日に開幕した大阪・関西万博。かつて日本では下記５回の万博が開催され大盛況のうちに幕を
閉じました。（１９７０年大阪万博、１９７５年沖縄海洋博、１９８５年つくば万博、１９９０年花の万博、
２００５年愛知万博） そこで今月のお題は「万博の思い出」と題し、皆様の思い出やエピソードを大募集！
採用された方にはグルメセットをプレゼント♪沢山のご応募お待ちしております 。

私が好きなお花は日日草(ニチニチソウ)。日日草は、毎日の
ように花を咲かせお花の色によっても花言葉が色々ありま
す。花の形や色もとても可愛く癒されています。  園様

私の思い出の花はチューリップです。初めて友人から卒業
式にもらった花が黄色のチューリップ、そして会社を辞め
る時にもらったのは紫色のチューリップ、主人から初めて
もらった花はピンクのチューリップなのでとても親しみ深
いです。私の家の庭には今、毎年チューリップが咲いてい
ます。                 ひろにゃん様

今年の桜は雨、寒さでまだこの近くでも楽しんでいませ
ん。私にとっては桜の開花が終ると今年もあっという間に
終わってしまうのでしょの感覚です。  でも元気で都内
ウォーク・美術館巡りを楽しみたいです。 マッチャン様

カサブランカが大好きな人がいた。私のときは菊よりもカ
サブランカで飾ってねと言われた。大輪を見るたびに思い
出す。              後の無い高齢者様様

花にまつわる思い出、ずっと残っているのは田舎の春の黄
色い菜の花です。ハクサイって均一に育ちそうですが、実
は個体差があります。晩秋の出荷の時期に十分成長してい
ないものは残念ながら畑にポツリポツリと取り残されま
す。その後雪がつもり春になるとその取り残されたハクサ
イから菜の花が咲くのです。出荷されなかったハクサイの
方が花を咲かせられて幸せかもしれませんね。たかたか様

高校の時、仲は良いけれど脈がなさそうな人にプレゼント
しようと花屋さんに行きました。「花は何にしますか」と
聞かれ、花の種類を知らずいきなり悩むことに。「本数は
どうしますか」に値段の相場を知らずまた悩む。等々、さ
んざん緊張したおかげで渡すときにはリラックスしていま
した。ただ結果は予想通り、、。     ミニトマト様

春の訪れとともに見頃を迎えるチューリップ。子供を幼稚
園に迎えに行くと咲いているチューリップを見て幼い頃に
チューリップを育てたこと、チューリップの歌をよく歌っ
ていたことを思い出しとても懐かしいです。  さな様

日本一の桃源郷とも呼ばれる長野県にある「花桃の里」約
5,000本もの花桃が植えられており花々が山あいを華やかに
彩ります。子供の頃、今は亡き両親や兄妹達と家族旅行で
訪れた思い出の場所です。           こう様

私の家の庭では毎年シュウカイドウの花が咲きます。家を
建て替えたときに庭に砂利を敷いたのでもう生えてこない
と思っていたら石の隙間から何事もなかったように生えて
きたので、本当にたくましい花だなと思いました。
                      チャコ様

もう２５年以上前、〝三春の滝桜〟を見に行って感動し、
そこに苗木が売られていて庭に植えて２ｍ位になって広い
所に移植し、今は４ｍ位に育っています。花の数は少ない
ですが、毎年ソメイヨシノより早く咲き、いまだに楽しま
せてくれています。             ことＰ様 

那須高原ITAMUROキャンプ場            2025.4.8

このキャンプ場は二度目の訪問とな

ります。以前のサイトに更にプラス

してソロサイトがたくさん出来て 

いました。4枚目の写真は、あの

「ヒロシのぼっちキャンプ」 で使

われたサイトです。渓流が横に流れ

ていて、とても癒やされる場所で

す。しかし、私は荷運びをしたくな

いので、 上から渓流が望める4番の

オートサイト（クルマ横付け可）を 

選びました。この日は７組しかキャ

ンパーが居ないので、場所は自由に

選べました。ここはハイスペックな

ソロキャンプ地を目指していて、

ウォシュレット付きトイレ・お湯の

出る炊事場やシャワー・貸切風呂などの設備が整っています。更にク

ラウドファンデングも募っていて、集まった

金額によって段階的に拡張していくらしいで

す。ここは「ソロキャンプの聖地」と言わ

れ、お籠りキャンプをするにはもってこいの 

キャンプ場です。近くには板室温泉があり、

木の俣園地という清流も流れています。

私は温泉の中でも「立ち湯」が 好きで

す。帰ってから知ったのですが、近くの

幸の湯では １３０センチ程の深さの浴

槽があり日帰り温泉も可能です。 長野

県諏訪市上諏訪温泉片倉館や、栃木県の

美玉の湯などで

入浴したことが

ありますが、と

ても気持ちいい

ものです。

    坂本様

映画「少年と犬」                2025.4.2

馳星周の直木賞受賞作「少年と犬」を、「ラーゲリより愛を込め

て」の 瀬々敬久監督が映画化。さまざまな事情を抱える人々と1

匹の犬が織りなす交流を原作の複数のエピソードをもとに、オリ

ジナル要素を加えて描いた作品です。犬の多聞と共に旅をする和

正を高橋文哉、 多聞に命を救われる美羽を西野七瀬が演じる。震

災から半年後の宮城県仙台市。職を失った青年・和正は、震災で

飼い主を亡くした犬の多聞と出会う。聡明な多聞は和正とその家

族にとって大切な存在となるが、多聞は常に西の方角を気にして

いた。 やがて家族を助けるため危険な仕事に手を染めた和正は事

件に巻き込まれ、その混乱の中で多聞は姿を消してしまう。時が

流れ、 多聞は滋賀県で暮らす女性・美羽のもとで過ごしていた。 

悲しい秘密を抱える美羽は、多聞と過ごすことで平和な日常を取

り戻していく。そんな彼女の前に多聞を追ってきた和正が現れ、 

2人と1匹の新たな生活が始まる。傷ついた人々に寄り添いながら

もたった1匹で西を目指して歩く多聞に

は、ある少年との約束があった。 大切な人

に会うために岩手県釜石から彷徨ってきた

一匹の犬“多聞”が、 西の方角を目指して

日本を縦断する旅路で出会った、傷つき、

悩み、惑う人々との心の交流、全ての人々

の心に寄り添う珠玉の感動物語です。途中

傷ついた体で猟師の老人と出会った際に

は、世話をしてくれた老人を看取ってから最後のたびに出る。人

の心に寄り添ってくれる、 こんな動物はいないと思います。熊本

まで5年もかかっている、その間何人かの方に飼っていただいた

はず、と少年の父は感謝の言葉を口にします。 読者の中では「現

代版の「フランダースの犬」のようで泣いた！」と 話題になりま

した。“多聞”が最後に目を閉じた場面では、心から 「お疲れさ

ま」と思えました。 画像と解説文の一部はＷＥＢ情報より引用さ

せていただきました。                坂本様


